
生 徒 会 会 則 

第 1 章  総 則 

第 1 条 この会は名古屋市立長良中学校生徒会といいます。 

第 2 条 この会の会員は名古屋市立長良中学校生徒全員とし同校全教師を顧問

とします。 

第 3 条 この会はすべての会員が自己の本分を自覚し、自主的な責任ある行動

によって、長良中学校の発展と会員相互の幸福を図るとともに、民主主義の

あり方を実残し、将来立派な社会人としての基礎を養うことを目的としま

す。 

第 2 章   役 員 

第 4 条 この会には次の役員をおきます。 

会  長  １ 名 

執行委員  ５ 名 

第 5 条 役員は全会員の選挙によって選出され、その任期は 9 月末を目安に前

期とし、それ以後を後期として再選を妨げません。但し、欠員を生じたときは

補欠選挙を行い、その任期は前任者の残存期間とします。(選挙規定は別に定

めます) 

 



第 6 条 役員の任務は次のとおりとします。 

会  長 会務を統括し、この会を代表します。 

執行委員 この会の記録、通達（学校放送を含む）、ならびに財務事務に当た

ります。また、会長が不在の場合は代理を務めます。 

第 7 条 役員は全会員の 3 分の 2 以上に不信任された場合は辞めなければなり

ません。この場合の信任投票は全会員の半数以上の要求によって、無記名投

票で行います。 

第 3 章  議 会 

第 8 条 議会はこの会の目的達成のための最高の決議機関とします。 

第 9 条 議会はこの会の役員・委員長ならびに学級から選出された生徒会議員

（総務委員）で構成されます。 

第 10 条 議会は月一回以上の定例議会を開きます。ただし必要に応じて臨時議

会を開くことができます。 

第 11 条 議会は構成員の 3 分の 2 以上の出席によって成立し、その議決は過半

数の賛成によって可決します。可否同数のときは議長がきめます。(議会の運

営については別に細則を設けます） 

第 12 条 議会において議決承認された事項は役員によって全会員に伝達され、

会長が必要と認めた場合は生徒総会を召集して伝達されます。 



第 4 章  機 関 

第 13 条 この会は立案ならびに執行のため、次の機関を設けます。 

１ 役員会 役員によって構成され、議長は会長が務め生徒会の運営、議会に

提出する議案の作成ならびに議事の調整、議決事項の執行を図ります。必要

に応じて関係ある委員会の長、議会議長が会議に加わります。 

２ 委員長会 役員と各委員会の委員長によって構成され各委員会の連絡と

生徒会の運営、執行に関する事項を審議し、議会に次ぐ議決機関とします。 

３ 総務委員会 学年生徒会、学級生徒会など生徒会の下部組織の運営に関す

る活動をします。 

４ 風紀委員会 会員の風紀向上に関する活動をします。 

５ 整美委員会 学校内外の美化清掃、学校内の公共物の整備、維持修理に関

する活動をします。 

６ 安全委員会 通学と校内の危険防止、消防に関する活動をします。 

７ 放送委員会 放送、広報など会員の知識の向上をします。 

８ 図書委員会 読書指導、図書館事務に関する活動をします。 

９ 保体委員会 学校内の保健衛生と、各種体育行事に関する活動をします。 

第 14 条 各委員会は学級より選出された委員によって構成され、委員の互選に

より委員長、副委員長、学年代表（各一名） を選出します。委員会は必要に



応じて学年別委員会をひらくことができます。 

第 15 条 各委員会は、委員長会議に次ぐ議決ができます。役員は必要に応じて

委員会に出席し、発言し議決に参加することができます。 

第 5 章  学年生徒会・学級生徒会 

第 16 条 学年生徒会ならびに学級生徒会は、生徒会の下部組織として学年・学

級を通じ生徒会の目的達成に努めます。(学年生徒会については特別の規定を

設けません) 

第 17 条 学級生徒会は学級全員により構成され、議会、委員会と連絡を保ち

ながら学級の組織づくりをし、学級会活動に関する計画実行反省を行いま

す。 

第 6 章  部活動 

第 18条 会員はすべて学校運営ならびに校内設備の許す範囲内において自己の

希望する部に入ることができます。 

第 19 条 各部の部長は、それぞれの部を統括し、顧問の指導と助言によって部

員の資質向上に努めます。(部規定を別に設けます。) 

第 7 章  顧 問 

第 20 条 この会はすべての生徒会の会合に顧問の出席を依頼し、その指導と助

言を受けます。なお各委員会と部にもそれぞれ顧問をおきます。 



第 8 章  最高決定権 

第 21 条 生徒会活動に関する最高決定権は学校長にあります。 

第 9 章  付 則 

第 22 条 議会を除くすべての会は、構成員の 2 分の 1 以上の出席により成立

し、その議決は過半数票決によります。 

第 23 条 この会の会則の改廃は、議会の 3 分の 2 以上の賛成のもとに、学校長

の承認によって行います。 


